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の
「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
（
二
〇
六
〇
年
を
視
野
）」
と
「
総

合
戦
略
（
二
〇
一
五
〜
二
〇
一
九
年
度
の
五
か
年
」
が

策
定
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

　

国
の
こ
の
よ
う
な
動
き
を
受
け
て
、
全
国
の
地
方
自

治
体
（
都
道
府
県
お
よ
び
市
町
村
）
で
は
「
地
方
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
」
と
と
も
に
、
地
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

で
あ
る
「
産
（
産
業
界
）・
学
（
大
学
）・
金
（
金
融
機

関
）・
労
（
労
働
団
体
）・
言
（
マ
ス
コ
ミ
）」
等
の
幅
広

い
層
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
「
地
方
版
総
合
戦
略
」
の

策
定
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

地
方
創
生
の
実
現
に
あ
た
り
、
筆
者
が
最
も
重
要
と

考
え
る
の
が
「
広
域
連
携
」
の
視
点
で
あ
る
。
全
国
に

一
、七
四
一
あ
る
市
区
町
村
の
ほ
と
ん
ど
が
周
辺
自
治

体
と
の
間
に
通
勤
・
通
学
等
の
結
び
付
き
を
有
し
て
い

る
。
特
に
県
庁
所
在
都
市
等
の
地
域
の
中
核
的
都
市
で

は
、
周
辺
自
治
体
か
ら
の
流
入
に
よ
り
人
口
規
模
を
超

え
る
昼
間
人
口
を
擁
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
都
市
（
地

域
）
の
真
の
実
力
を
測
る
た
め
に
は
、
企
業
会
計
に
お

け
る
連
結
決
算
の
よ
う
に
、
周
辺
自
治
体
を
加
え
た
広

域
圏
と
し
て
把
握
す
べ
き
で
あ
る
。

　

都
市
部
へ
の
人
口
流
出
が
加
速
す
る
な
か
で
、
地
方

圏
で
は
そ
の
生
き
残
り
を
か
け
て
周
辺
自
治
体
と
の
連

携
を
模
索
し
て
き
て
い
る
。
そ
の
象
徴
的
な
動
き
が
、

北
海
道
新
幹
線
が
創
出
す
る
地
域
間
連
携

シ
ョ
ン
の
進
展
に
よ
り
、
公
共
投
資
や
企
業
誘
致
な
ど

外
発
的
要
因
に
依
存
し
て
き
た
地
域
は
極
め
て
厳
し
い

状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。
地
域
が
自
立
し
て
い
く
た
め

に
は
、
歴
史
や
生
活
文
化
に
裏
打
ち
さ
れ
た
地
域
の
個

性
で
あ
る
「
地
域
資
源
」
と
、
こ
れ
ら
を
見
出
し
、
守

り
、
次
世
代
に
伝
え
て
い
く
「
地
域
人
材
」
の
存
在
が

必
須
で
あ
り
、
両
者
の
組
み
合
わ
せ
こ
そ
が
地
域
の
総

合
力
と
し
て
の
「
地
域
力
」
で
あ
る
。

　

地
方
創
生
と
は
地
域
力
を
高
め
る
こ
と
に
他
な
ら
な

い
。
今
後
ま
す
ま
す
激
し
く
な
る
地
域
間
競
争
の
時
代

に
お
い
て
は
、
地
域
の
進
む
べ
き
方
向
を
示
す
「
ビ
ジ

ョ
ン
」
と
、
人
材
、
モ
ノ
、
資
本
、
情
報
等
あ
ら
ゆ
る

今
年
三
月
二
十
六
日
の
北
海
道
新
幹
線
開
業
に
向
け
て
、

青
森
県
と
北
海
道
道
南
地
域
が
連
携
す
る
「
津
軽
海
峡

交
流
圏
」
事
業
で
あ
る
。
海
峡
を
挟
ん
で
隣
り
合
う
五 

八
市
町
村
（
青
森
県
四
〇
市
、
道
南
地
域
一
八
）
か
ら

な
る
人
口
一
八
四
万
人
の
広
域
圏
で
は
、
圏
域
の
住
民

や
企
業
間
の
交
流
活
発
化
に
加
え
て
、
個
別
市
町
村
で

限
ら
れ
た
パ
イ
の
奪
い
合
い
を
す
る
の
で
は
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
資
源
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
相
乗
効
果

で
、
首
都
圏
等
域
外
か
ら
の
交
流
人
口
の
誘
致
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

同
事
業
で
は
地
域
な
ら
で
は
の
「
お
も
て
な
し
」
を

創
造
・
発
信
す
る
「
津
軽
海
峡
マ
グ
ロ
女
子
会
」
な
ど

に
よ
り
、
新
幹
線
沿
線
か
ら
離
れ
た
地
域
の
間
で
も
新

た
な
交
流
が
生
ま
れ
て
い
る
。
フ
ェ
リ
ー
で
繋
が
る
函

館
市
と
下
北
半
島
の
大
間
町
や
、
同
半
島
の
佐
井
村
と

津
軽
半
島
の
五
所
川
原
市
に
北
海
道
新
幹
線
の
新
函
館

北
斗
駅
か
ら
車
で
一
時
間
を
要
す
る
北
海
道
江
差
町
を

加
え
た
三
つ
の
地
域
で
は
、
住
民
団
体
同
士
が
各
地
域

の
郷
土
芸
能
や
伝
統
的
な
祭
り
を
通
じ
て
連
携
す
る
こ

と
で
、
新
た
な
着
地
型
観
光
商
品
を
生
み
だ
し
て
い
る
。

　

創
生
法
第
二
条
で
は
「
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
創

業
の
促
進
・
事
業
活
動
の
活
性
化
に
よ
り
、
魅
力
あ
る

就
業
の
機
会
を
創
出
」
を
基
本
理
念
の
一
つ
に
掲
げ
て

新
時
代
の「
集
客
交
流
産
業
」構
築
に
む
け
て

資
源
を
有
機
的
に
結
び
付
る
「
経
営
技
術
」
が
求
め
ら

れ
る
。
さ
ら
に
、
地
域
が
自
ら
企
画
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
投
入
す
る
資
源
の
優
先
度
を
決
め
る
た
め
の
「
地

域
経
営
戦
略
」
が
不
可
欠
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
人
口
減
少
を
克
服
し
、
地
方

の
創
生
、
日
本
の
創
生
を
目
指
す
べ
く
、
二
〇
一
四
年

九
月
に
内
閣
総
理
大
臣
を
本
部
長
と
す
る
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
本
部
（
以
下
、
創
生
本
部
）」
の
設
置

が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
法
（
以
下
、
創
生
法
）」
に
基
づ
き
、
国
と
し
て

地
域
の
真
の
実
力
は
広
域
圏
で
把
握
を
！

い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
青
森
県

六
ヶ
所
村
（
人
口
約
一
万
一
、〇
〇
〇
人　

二
〇
一
〇

年
国
勢
調
査
）
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
わ
が

国
初
の
国
家
石
油
備
蓄
基
地
や
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
施

設
等
が
立
地
し
た
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
む
つ
小
川

原
開
発
地
区
」
を
擁
す
る
六
ヶ
所
村
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
環
境
技
術
分
野
を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
に
九
〇
超

の
企
業
・
研
究
機
関
が
集
積
し
て
い
る
。
加
え
て
、
Ｉ

Ｔ
Ｅ
Ｒ
（
国
際
熱
核
融
合
実
験
炉
）
関
連
施
設
の
整
備

も
進
む
な
ど
、
県
内
一
の
昼
夜
間
人
口
比
（
一
四
四
％
）

を
誇
り
、
周
辺
自
治
体
住
民
に
も
雇
用
の
場
を
提
供
し

て
い
る
。

　

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
企
業
誘
致
に
よ
り
発
展
を
遂

げ
て
き
た
六
ヶ
所
村
で
は
、
む
つ
小
川
原
開
発
地
区
の

多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
施
設
・
イ
ン
フ
ラ
の
集
積
を

活
か
し
て
、
過
去
・
現
在
・
未
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
験

学
習
が
可
能
な
「
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
事
業
」

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
た
地

方
創
生
モ
デ
ル
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
北
海
道
新
幹
線
開
業
で
全
国
的
に
も
注
目

の
集
ま
る
津
軽
海
峡
交
流
圏
域
と
の
連
携
や
、
村
内
で

暮
ら
し
働
く
海
外
人
材
の
目
線
も
取
り
入
れ
た
独
自
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
提
案
等
に
よ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

市
場
や
ビ
ジ
ネ
ス
需
要
も
視
野
に
入
れ
た
新
た
な
「
集

客
交
流
産
業
」
の
構
築
が
期
待
さ
れ
る
。

　

戦
後
の
急
激
な
人
口
増
加
を
背
景
に
経
済
が
右
肩
上

が
り
で
成
長
し
て
き
た
時
代
が
終
わ
り
を
迎
え
、
わ
が

国
を
支
え
て
き
た
財
政
、
経
済
、
社
会
等
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
お
け
る
既
存
の
枠
組
み
が
行
き
詰
ま
り
始
め
て

い
る
。
国
に
よ
る
地
域
政
策
も
大
き
く
方
向
転
換
し
て

お
り
、
国
主
導
で
「
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
」
を
目
指

し
て
き
た
「
地
域
開
発
」
の
時
代
か
ら
、
地
域
が
自
ら

の
知
恵
と
資
源
を
活
か
し
た
「
地
域
経
営
」
の
時
代
へ

の
過
渡
期
を
迎
え
て
い
る
。

　

国
や
地
方
自
治
体
の
財
政
制
約
や
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

「
地
域
開
発
」か
ら「
地
域
経
営
」の
時
代
へ
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